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はじめに 


このたびは、 NEC の Express 5800シリーズサーバ.ワークステーシヨンをお買い求めいただき、 
まことにありがとうございます。 

本書はサーバ管理ユーテイリテイ rESMPRO®/ServerAgent Ver .4.0」 じついて説日月しています。 
Express 5800シリーズサーバ-ワークステーシヨンに添付されている 「 ESMPRO / ServerAgent 」 
は、本体が持つ機能をさ61こ化張しクライアントサーバシステムでの信頼性を強化するものです。 


Express 5800シリーブ本体の持つ機能を最大限に引き出すためにも、ご使用になる前に本書をよ 
くお読みになり、ユーティリティを正しくお使いになるようお願い申し上げまず。 

本書での内容は 、 Windows 2000やその化の OS の機能や操作方法について十分に理解されている 
方を対まに説明しています。 0 S に関する操作や不明点については、各 0 S のオンラインヘルプなど 
を参照してください。 


本文中の記号について 

本文中では次の3種類の記号を使巧しています。それぞれの意巧を示します。 


S 


ユーティリティや装置を取り扱ラ上で守5なければな5ない事柄や特に注意をずべき点 
を示しまず。 


Q 

チェック 


ユーティリティや装置を取り扱ラ上で確認をしておく必要びある点をおしまず。 


国 

ヒント 


知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどをおしまず。 


ソフトウェア使用条件 

添付の CD - ROM 巧のソフトウェアを使巧するにあたって、添付のソフトウェアのご使用を件をお 
読みになり、その内容についてごお認な6びにご承諸ください。 
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ユーザーヴポートについて 


ソフトウエアに関ずる不明点や聞い合わせは別冊の r ユーザーズガイド」に記載されている保ずサー 
ビスセンターへご連絡ください。 また、インターネットを使った情報サービスも行っておりまずの 
でご利用 < ださい。 


http :// express 5800. com / 

に8番お』；製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 


http://www.Tieldin 宫 .co.Jp/ 

NEC フイールデイング(株)ホームページ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設工事などの 
情報をご紹介しています。 
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ESMPRO について 


ESMPRO ® は Express サーバの管理を行うユーティリティソフトウエアです。このソフトウエアは 
各種モデルに関係なくずべての Express 5800シリーズ製品に添付の CD - R 0 M 1 こ入っていまず。 
Express サーバ/ワークステーションの信頼性をさらに向上させるためにもインストールしておく 
ことをお勧めしまず。 

ESMPRO を利用ずるにあたり、本書で説明されている内容をよく読んでください。なお、インス 
トール後の運用注意事項についてはアプリケーションのオンラインマニュアルにも記載していま 
ず。必要に応じて参照してください。 

ESMPRO は、 Express 5800シリーズ製品上で動作する 「 ESMPRO / ServerAgent 」 と管理コン 
ピュータ上で動作ずる 「 ESMPRO / ServerManager 」 の2つのソフトウエアから構成されまず。 

rESMPRO / ServerAgent 」 は Express 5800シリーズ製品 I こインストールしまず。 

Exp 「 ess 580 日シリーズ製品にインス I -- ルしている OS により、以下の2種類がありまず。 

インストールできる 0 S は、「ユーザーズガイド」を参照してください。 

• Windows 2000 /Windows NT 4.0 用 

ESMPRO/ServerAgent Windows 2000 /Windows NT 版 

• NetWare 3 ぶ J /4.2( 日本語版)/5(日本語版)用 

ESMPRO/ServerAgent NetWare 版 

rESMPRO / ServerManager 」 は管理〕ンピュータにインス I ルします。管理コンピュータは 
Windows 2000、または Windows NT 4.0 、 Windows 95/98/ Me で動作しているコンピュータ 
でなければなりません。 


ESMPRO/ServerManager に関する説明については、 「 ESMPRO/ServerManager インストレーシヨ 
ンガイド」を参照してください。 

ヒント _ 
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動作環堤 


ESMPRO を動作させることができる八ードウエア/ソフトウエア環境は次の通りでず。 

♦ A - ドウエア 


ーインス1 -ルする装置 

ーメモリ 

一八ードディスクの空き容量 
ーモデム 

Express 5800本体 

OS の動作にあ要なメモリ十22.0 MB じ(上 

36.0 MBU ± 

モデムはページャ通報機能、 ALIVE 适報機能を使用する場 
合にのみ'必要です。 

ALIVE 适報用モデム： 
ALIVE 保守用指をモデム： 
ページャ用指をモデム： 

別途 NEC フィールディングにお問い合わせください。 

別途 NEC フィールディングにお問い合わせください。 

AT 〕 マンドを紹釈するモデムであることに400 bps と J 
上）。ダイアル回線ではメッセージををることができませ 
ん。プッシュ回綜をご利用ください。 

• ソフトウェア 

Windows 2000* 

帅 indows NT 4.0 (Service Pack か_1上)* 

* Express 5800 /180 Rb -7 の場合 

— Windows 2000 Service Pack 化又上 
— Windows NT 4.0 Service Pack 已と J 上 
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セツトアップを始める前に 


インストールな6びにセットアップの前じあずお読みください。 

ESMPRO / ServerAgent を動作させるためには TCP / IP と TCP / IP 関連コンポーネントの SNMP の 
設定があ要です。 

TCP/IP の設定 

TCP / IP の設定じついてはスタートメニューから起動ずるヘルプを参照してください。 


SNMP サービスの 設定 
Windows 2000の場合 

SNMP ヴービスのインス I -- ル 

7 [コント□-ルバネル]の[アプ U ケーシヨンの追加と削晩を開く。 

P [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックずる。 

3 Windows コンポーネントウィザードで"管理とモニタツール"を還択し、[詳細]ボタン 
をクリックずる。 

4 "簡易ネットワーク管理プロトコル ( SNMP )" のチェックボックスをチェックずる。 

^ [巧へ]ボタンをクリックずる。 

ファ イルのコピーが始まります。 

目 ファイルのコピー終了を、[完了]ボタンをクリックずる。 

SNMP ヴービスの設定変更 

7 [コント□-ルバネル]の[管理ツール]をダブルクリックずる。 

P [管理ツール]の[サービス]を起動ずる。 

3 サービスー覧か 6[ SNMPServic 引を選択し、隅作]メニューの[プロバティ]を選択 
ずる。 

「 SNMP のプ□パティ」ダイア□グボックスが表示されます。 
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4 [トラッスプ□パティシートの[コミュニティ名]ボックスに 「 public 」 と入力し、随加] 

ボタンをクリックずる。 

Q 


R [トラップ送信巧]の[追力日]ボタンをクリックし、 [ IP ホストまたは IPX アドレス]ボック 
スに送信巧の ESMPR 日 / ServerMana 呂 er マシンの IP アドレスを入力後、[追加]ボタ 
ンをクリックずる。 


因 

BBM 


目 <特定のホストか S の SNMP パケットのみ受信ずるよ5に設定ずる場合> 

[セキュリティ]プ□パティシートを表示し、パケットを受信するホストの IP アドレスと 
ェージェントをインストールずるサーバの IP アドレスとループバックアドレス 
(127.0.0.1) を指をする。 

因 


Mylex 、 AMI ディスクアレイコント□-ラを接続巧能な機種の場合、 ESMPRO / 
ServerAgent をインス I ルするヴーバの IP アドレスを指定しないと、 Mylex 、 
AMI ディスクアレイコント□-ラの監視ぴできなくなりまず。 


トラップ送信おこ指定されている巧手 ESMPRO / ServerManager の IP アドレス（ま 
たはホストさ)をマネージャ通報 ( TCP / IP ) の設定で指定した場合、重複していること 
を警告ずるメッセージを表示しまず。同一の ESMPRO/ServerMana 邑 er を指定ず 
るとアラートび重複して通報されまず。 


• ESMPRO/ServerMana 有 er 側の設定で受信ずるトラップのコミュニティをデ 
フォルトの rpublicj か6変更した場合は、 ESMPRO/ServerMana 居 er 測で新 
しく設定したコミュニティちと同じものを入力しまず。 

• ESMPRO/ServerA 有 ent 占、5のトラップび ESMPRO / ServerManager に正 
しく夏信されるためには、双方のコ=ュニティちび一致ずる必要びありまず。 


<特定コミユニティか5の SNMP パケツトのみ受信ずるように設定ずる場合> 

SNMP パケツトを受けつけるコミュニティををデフォルトの 「 public 」 か6変更する。 


因 


• コミュニティ名を変更した場合は、[コント□—ルパネル]か 5ESMPR0/ 
ServerA 呂 ent のコミュニティ変更登録を巧う必要がありまず。コミュニティの 
変更登録には拴欄タブの [SNMP コミュニティ]リストボックスを使いまず。 

• ESMPRO/Serve 「 Mana 呂 er か目の SNMP パケッ トを ESMPRO/ 
Server A gent 側で正しく受信できるようにずるためには ESM PRO/ 
ServerMana 呂 er 側の設定の送信コミュニティをと ESMPRO/ServerA 旨 ent 側 
の SNMP サービスが受け付けるコミュニティ名を同じにしてください。 

• SNMP ヴービスのセキュリティ機能である r 受け付けるコミュニティる」の権利は 
「READ CREATEJ または 「READ WRITEJ に設定してください。コミュニティ 
の設定は ESMPRO/ServerMana 邑 er との通信に使われますが、上記むがの権利 
に設定ずると、 ESMPRO / ServerMana 呂 er か5の監視ができなくなりまず。 
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ネットワークの設定を終了する。 


因 


• OS のインス I ルの際にヴービスパックを適巧してか 5SNMP ヴービスを追加 
した場合は、再度サービスパックを適用してください。 SNMP ヴービスが正しく 
動作せず、 ESMPRO/ServerA 邑 ent が動作しなくなることがありまず。 

• ESMPRO/ServerA 昼 ent の動作には SNMP ヴービスが必須でず。 ESMPRO/ 
ServerA 旨 ent をインストールした後に SNMP ヴービスを削除してしまつた場合 
は、 SNMP ヴービスをインス! -- ル後、 ESMPRO/ServerA 呂 ent を再インス 
I -ールしてください。 

• 他社製ソフトウェアの中には、 SNMP ヴービスを使巧しているものがありまず。 
このようなソフトウェアがインストールされている状態で、 SNMP ヴービスと 
ESMPRO/ServerA 邑 ent をインストールずると、 ESMPRO/ServerA 邑 ent の 
ヴービスが起動できない問題び発生ずる場合があります。 

このような場合は、いつたん SNMP ヴービスを削除して、 SNMP ヴービスを再イ 
ンス I -- ルしてください。その後で、 ESMPRO/ServerA 色 ent と上記他社:製ソ 
フトウェアを再インストールしてください。 


Windows NT 4.0 の場合 

SNMP サービスのセットアップは 、 Windows NT の!;コント□-ルパネル]か6巧います。 

サービスがインストール済みの場合は SNMP サービスの設走のみを行ってください。 

1 [コント□-ルパネル]の[ネットワーク]を開く。 

P [サービス]プ□パティシートを表示させて、[追加]ボタンをクリックずる。 

3 [ネットワークサービス]のリストか日旧 NMP サービス]を選択し、 [0 K ] ボタンをク 
U ックずる。 

ファイルのコピーが始まります。コピーを終了ずると [Microsoft SNMP プ□パティ]ダ 
イア□グボックスが表示されます。 

W 降は 、 [Windows 2000の場合」の 「 SNMP サービスの設定変更」の手順 4 J : 如をと同じで 
す。 
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システムのアップデート 

Windows 2000上に ESMPRO / ServerAgent をインストールする場合は、事前 I こ necras . sys がイ 
ンストールされている必要がありまず。 necras . sys をインストールする(こは、装置に添付されて 
いる EXPRESS 目 UILDER の CD - ROM を使用してシステムのアップデートを巧ってください。 
システムのアップデートについては、ユーザーズガイドの r 導人編」を参照してください。 
necras . sys がインストールされていない場合は、 J : 又下のメ、ソセージを表示して ESMPRO / 
ServerAgent のセツトアップを中止しまず。 


广 N 

rESMPRO / ServeAgent の実巧に必要な以下のファイルが存在しません。 

セツトアップを中止します。 

necras . sys 」 
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インストール 


ESMPRO / ServerAgent のインストールは EXPRESSBUILDER のマスターコント □ —ルメニュー 
から行いまず。 


「 ESMPRO / ServerAgent は、 EXPRESSBUILDER の|シームレスセットアップ」機有目を利用して Win - 
||^ dows 2000. または WindowsNT 4.0 と同時にインストールすることができます。シームレスセッ 
ヒント トアップの詳細についてはユーザーズガイドを参照してください。 


S 


♦ Mylex ディスクアレイコント□—ラを監視ずる場合 

Mylex ディスクアレイコント□-ラを接続可能な機種で Mylex ディスクアレイコント□—ラ 
の監視を行う場合 、 Global Array Mana 良 er ( GAM ) をシステムにインス I ルずる必要が 
ありまず。 EXPRESSBUILDER か! 5 ESMPRO / ServerA 呂 ent のセットアップを起動ずる 
と、自動のに GAM のインストーラが起動します。 

GAM のインス1-ールについては、ユーザーズガイドまたはオンラインドキユメントを参照し 
てぐださい。 

♦ AMI ディスクアレイコント□—ラを監視ずる場合 

AMI ディスクアレイコント□—ラを接続可能な機種で AMI ディスクアレイコント□-ラの監 
視を行う場合 、 Power Console 円 us をシステムにインス!ルずる必要がありまず。 
EXPRESSBUILDER か5、 ESMPRO / ServerA 邑 ent のセットアップを起動ずると、自動 
的に Power Console Plus のインストーラが起動しまず。 

Power Console 円 us のインス I -- ルについては、ユーザーズガイド、またはオンラインド 
キユメントを参照してください。 

• シームレスセットアップを使ったインス!ル 

シームレスセットアップを使用した場合、 GAM、Power Console Plus は自動的にインス 
1ルできない場合がありまず。シームレスセットアップで GAM、Power Console Plus 
をインストールできない機種の場合、シームレスセットアップ終了後、必ず、使用ずるディス 
クアレイコント□—ラに合わせて、 GAM もしくは Power Console 円 us をインス!ルし 
てぐださい。 

• インス I ル中の エラー について 

インストールの途中で、 ly 下のよラなメッセージのダイア□グボックスび表示される場合があ 
りますが、インストールには問題ありませんので [ OK ] ボタンを押して、インストールを続け 
てぐださい。 


Unable to execute install pro 邑 ram . 

Please check your computer environment . XXX 


* XXX にはファイル名などが表示されます。 
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「 administrator 」 権限を持つ ユーザーで □グインずる。 


2 CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を CD - ROM ドライブにセツトずる。 


圓 

ヒント 


本体に接続された CD - ROM ドライブまたは LAN Manager で接続されたネットワーク上 
の CD - ROM ドライブでもかまいません（じ(下、これらをまとめて 「 CD - ROM ドライブ」 
と呼ぶ)。 


Q 


ネットワーク上の CD - ROM ドライブか5実行ずる場合は、ネットワークドライブの割 
り当てを行った後、そのドライブの rMC¥l ST . EXE 」 を実行してください。エクスプ 
□—ラのネットワークコンピュータか5は起動しないでくだをい。 


Autorun 機能により EXPRESS 目 UILDER のマスターコント□ールメニューが自動的に表 
示されます。 


9 [ソフトウエアのセットアップ]一 
[ ESMPRO ] をクリックずる。 

ESMPRO セットアップが起動し、^ 
インメニューが表示されます。 
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ESMPRO セットアップのメインメ 
ニューで [ ESMPRO / 
Server Agent ] をクリックずる。 


S 

ヒント 


0 S の種類に含わせて、選巧で 
きるメニューが変わります。 
(インストールできないもの 
は、グレー表示になります） 



Q 


• ダブルクリックでメニューを選択ずると同じダイア□グボックスを2つ表示ずるこ 
とがありまず。[終了]ボタンをクリックしてどち5か一方のダイア□グボックス 
を閉じて < ださい。 

• セットアップの実行中に[キャンセル]ボタンをクリックずると、インストールを 
中止ずるかどラかをたずねるメッセージが表示されます。メッセージボックスで 
[中止]ボタンをクリックずるとインストールを中止でをまず(メインメニューは表 
示されたままでず)。ただし、途中までセットアップされたファイルの削除は巧ね 
れません。 
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[巧へ]ボタンをクリックずる。 



ヒント 


ESMPRO/ServerAgent がすで 

にインストールされている場合 
は 「ESMPRO ServerAgent が既 
にインストールされていま 
す。」というダイアログボック 
スが表示されます。[更新]ボタ 
ンをクリックして[次へ]ボタン 
をクリックするとじ(前のエー 
ジェントを削除し、新たにイン 
ストールし直します。 






Express 已 S 00/1 80 Rb -7 の場合 、 Windows 2000上では更新インス I ルでき 
ません。再インストールずる場合、いったんアンインストールし、再起動後に再度イ 
ンストールを実巧してください。 


目 インス!ルずる機種をリストか5選択ずる。 


Pil セットアッププログラムが機種判別に成巧した場合は、機種を選执するダイアログ 
ボックスが表示されずに々に進みます。 

ヒント 


7 ESMPRO / ServerA 邑 ent のインス!ル巧パス名を入力し、[巧へ]ボタンをクリック 
ずる。 

デフオルトではルートパーティシヨンの ¥ ESM ディレクトリの下に ESMPR 0/ 
ServerAgent のモジユールがインストールされまず。特に問題がなければ、このまま[次 
へ]ボタンをクリ 、ソク してください。 

インストール先を変更したい場合は、[参照]ボタンをクリ、ソクしてを望するインス I 
ル先のディレクトリをドライブをを含むフルパスで指定してから[次へ]ボタンをクリッ 
クしてください。 

Q DMI のインス!ル巧バスを入力し、[巧へ]ボタンをク U ックずる。 

デフオルトではルートパーティシヨンの r ¥ DMI ¥ WIN 32」 ディレクトリの下に DMI モ 
ジユールがインス I ルされます。すでに DM に.0 SP がインストールされている場合に 
は、そのパスがデフオルトのインス I ル先パスとなりまず。 

インス I ル先を変更したい場合には、[参照]ボタンをクリックしてホ望するインス 
トール先のディレクトリをドライブ名を含むフルパスで指ましてか6[次へ]ボタンをク 
リ 、ソク してください。 

ファイルのコピーおよび ESMPRO / ServerAgent の動作環境の設定が開始されます。 
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インス I ル終了のウインドウび表示された6、 [0 K ] ボタンをク U ックする。 


インストールが終了します。インス I -―ルした ESMPRO / ServerAgent の機能は再起動 
後に有効になりまず。 


S 

ヒント 


Windows NT 4.0 上で ESMPRO / ServerAgent のヘルプを表示するには 、 HTML Help ラ 
ンタイムコンポーネントが化要です 。 HTML Help ランタイムコンポーネントをインス 
卜ールするには、 ％ EsmDir %¥ hhupd . exe を実行してください。 

HTML Help ランタイムコンポーネントはじ TF のような製品に含まれていますので、こ 
れらの製品をインストールする場合は HTML Help ランタイムコンポーネントのイン 
ストールは不要です。 

- Internet Explorer 4.0降 
- Visual Studio 6.0 
- Visual C ++ 6.0 
- Visual Basic 目.0 

また、そのイ也の製品をインストールした時に HTML Help ランタイムコンポーネントが 
インストールされる場合があります。 





ESMPRO のインストールが終了しても ESMPRO セットアップのメインメニューは 
消えません。他のダイア□グボックスに隠れることがあるのでま意してください。 
ESMPRO セットアップを終了するとをはメインメニューの[終了]をクリックして 
ぐださい。 














補ち説明 


ESMPRO / ServerAgent をインストールした場合は、次の点について確認してください。 

LAN 監視の通報について 
コミュニティの権利について 

スリープ状態での監視について 

PCI ホ、ソトプラグについて 

DM に.0 SP(Service Provider ) のインストールじついて 

ESMPRO/ServerManager Ver .3.8 じ(前での監視について 

ディスクミラーリングコント□ーラの監視について 

八ードディスク追力□時のデータビューアの表示について 

フ□、ソピーディスクのファイルシステム監視について 

ESRAS ユーティリティじついて 
ぺージャ g 報のモデムのセットアップ 

二重化システム管理を行う場合について 

コミュニティのを更について 

へー ドウェア障害発生後の再起動について 

シリアルポートについて 

監視イベントの适報について 

プリンタ情報の利用可能時闇と終了時刻について 

共有プリンタをに2パイト文字を使巧した場合について 

ESMPRO / ServerAgent 使用中のディスクに関する作業について 

温度/電圧/ファン監視のしきい値について 

アラー トについて 

ソフトウェア ALIVE 、 ぺージャオンラインの表示情報について 

Microsoft SQLServer 6. S との混在時の CPU 負荷について 

\/ Vin 32 SL サービスのイベント□グ化力じついて 

CPU 負荷監視のイベント□グについて 

テープ監視機能じついて 
ハードディスクの接続について 

ストレージ' ファイルシステム監視機能の設定変更とリセ、ソトについて 

ディスクアレイコント□ーラが有在しないシステムについて 
CLUSTERPRO 使用システムにおけるファイルシステム監視について 

ESMPRO/ServerAgent Ver .4.0 (Windows 2000 /Windows NT 版 ) 11 

































メモリ関連の情報について 

SNMP サービス ( snmp . exe ) の CPU 負荷率じついて 

SNMP サービスの 八ングについて 

更新インストール実行後のしきい値等の設定じついて 

崖体カバー監視について 

PCI ホ、ソトプラグのイベント□グ化力について 

温を/電圧/ファンセンサの現在値表示について 

システム起動時に表示される esmcmn . exe のポップアップメッセージについて 

シャットダウン監視について 

CPU 情報について 


LAN 監視の通報について 

LAN 監視機能では一定時間(監視闇隔)ごとに、その期闇内の送受信パケ、ソト数とパケットエラー数 
から回線の状態を半!]断します。そのため、一時的な回線高負荷でも、 ESMLANSen / ice がシステム 
イペント□グ1こ下のイペントを登録ずる場合があります。 

ソース ： ESMLANService 

種類 ：警告 

イペント ID : 301 

説明 ：回線障害の可能性がありまず。デバイス：％1エラー種別： 962,963,964 

アライメントエラー数二％日 
FCS エラー数二％目 
キヤリアセンスエラー数二〇/〇7 

ソース ： ESMLANService 

種類 ：警告 

イベント ID : 302 

説明 ：回線が高負荷状態です。デバイス： 961エラー種別： 962,963 

送信パケット縱数=%4 
遅延衝突数=%目 
単一衝奕数=%6 
多重衝架数=%7 
遅延送信数=%8 
超過衝架数=%9 
MAC 送信エラー数二％1日 

現象が一時的な場合は、次の監視のタイミングで以下のイベントが登録されます。 

この場合は、特に問題はありません。 

ソース ： ESMLANService 

種類 ：通報 

イペント ID : 305 

説明 ：次の障害から通常状態に戻りました。デバィス：％1障害イベン hID : %2,%3,964 
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LAN 監視機能は、下の基準に従って回綜の状態を監視しています。 


• 下記計算結まが、しきい値(回線障害発生の割合化 J 上の場合、イベントの301をエラー種別1で 
登録します。 

10 0 X アライメントエラー数/受信パケット総数 

※アライメントエラー:サイズがオクテット旧)単位でない受信パケット。 

• 下記計算結まが、しきい値(回線障害発生の割合) iU 上の場合、イベント ID 301 をエラー種別2で 
登録します。 

100 XFCS エラー/受信パケット総数 

《 FCS エラー:チェックサムでエラーが化た受信パケット。 

• 下記計算結まが、しきい値(回線障害発生の割合化 J 上の場合、イベントの301をエラー種別3で 
登録します。 

10 0 X キャリアセンスエラー数/を信パケット総数 

※キャリアセンスエラー:パケット送信時の回綜確認でエラーとなる。 

• 下記計算結まが、しきい値(送信リトライ発生の割合) W 上の場合、イベント ID 302 をエラー種 
別1で登録します。 

100 X (遅延衝突十単一衝突十を重衝突+遅延を信)/を信パケット総数 
※遅延衝突：送信開始か6ワンス□、ソトタイム (51.2 ms (10 Mbit / s のシステム))後にパケット 
衝突が発生。 

単一衝突：パケットを信中に1回のパケット衝突が発生した。 

を重度衝突：パケットを信中に2〜15回のパケット衝突が発生した。 

遅延送信：パケットのを信を遅らせた。 

• 下記計算結まが、しきい値(を信アボート発生の割合)以上の場合、イベント ID 302 をエラー種 
別2で登録します。 

100 X ( 超過衝突+ MAC を信エラー)/送信パケット総数 

※超過衝突 ：パケットを信中に16回 t (上のパケット衝突が発をした。 

MAC を信エラー：何6かの内部ち信エラーが発生した。 

LAN 監視機能は、 SNMP サービスが正しく動作していることが前提となっていまず。 SNMP サービ 
スに何6かの異常がある場合、システムイベント□グに W 下のイベントを登録して、 
ESMLANService は停止しまず。 

ソース ： ESMLANService 

種類 ：情報 

イベントの： 399 

説巧 ： ESMLANService 情報 - SNMP Service does not accept a request . 

この場合、 SNMP サービスの設定を殖認してください。 
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コミュニティの権利について 


Windows 2000では SNMP サービスのセキュリティ機能であるコミュニティの権利は、デフォル 
卜で 「READ ONLY 」 となります。コミュニティの権利が " READ ONLY " の場合、 ESMPRO / 
ServerMan 明 e 「 か6のリモートシヤツトダウン機能やしきい値の変更機能が使苗できません。こ 
れ6の機能を使用する場合は、コミュニティの権利を 「READ CREATE 」 または 「READ WRITE 」 に 
言ス疋してぐ六—さし''〇 


スリープ状態での監視について 

ESMPRO / ServerAgent マシンがスリープ状態（システムスタンバイ、システム休止状態)の場合、 
ESMPR 0/ Se 「 ve 「 ManageW 6 xU —プ中の ESMPRO / ServerAgent マシンを監視することはで 
きません。 

ESMPR 0/ Se 「 ve 「 Manage 「か6サーバダウン監視を巧っている場合に該当する ESMPR 0/ 
ServerAgent マシンがスリープ状態になるどサーバアクセス不能'の通報が上がり、サーバアイ〕 
ンの状態をが灰をじなり、 ESMPRO / ServerAgent マシンがダウンしたのかスリープ状態なのか区 
別することができません。監視対まのシステムをスリープ状態になるような設定を巧って運用され 
る場合はを意して<ださい。 


PCI ホットプラグについて 

データビューアによリサー八‘情報を参照中に 、 PCI ホ、ソ トプラグにより当該サーバの構成を動的に 
変更した場合、データビューアのツリーの再構築を促すメッセージが表示されまず。 

[はい]をクリ 、ソク するとデータビュ ーアで ツリーの再構築を巧い ， PCI ホ、ソト プラグによるシステ 
ムの構成変更がデータピューア上に反巧されまず。[いいえ]をクリックすると，データビューアの 
ツリーの再構築は巧われません。 

その場合 PCI ホ、ソトプラグじよるシステムの構成変更が反巧されないため，データビューアの情報 
は現在のシステムの情報と異なる可能性があります。 

また、 ESMPRO/ServerAgent の トラップち信先に £51\/|ド(^0/5己「乂己「1\/|日1^396「マシンき録ミをみで 
あれば、構成変更のタイミングで" SI 饥状態"に関するトラップがマネージャにを信されるため、 
ESMPRO/ServerAgent マシンの 構成が変更されたこと を ESMPRO/ServerMan 明 e 「 側で 妊) るこ 
とができます。 


DM に.0 SP(Service Provider ) ①インストールについて 


ESMPRO / ServerAgent では Intel DM に . Os SP Ver .2.62 を利用しています。 

DM に.0 SP は ESMPRO のインス I -- ル時に選択された DMI 用のインス I -- ル先ディレクトリ（シス 
テム環境変数二 WIN 32 DMIPATH ) 配下に環境を作成しまず。 

すで I こ DM に.0 SP がインス I •''ールされている場合には、設定されているインス I -ール先を使用ず 
るためインストール先ディレクトリを変更することはできません。 
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ESMPRO/ServerManager Ver .3.8 む前での監視について 

バージョン 3.8 W 前の ESMPRO / ServerManager で監視する場合は、監視できない項目がありま 
す。 


ESMPRO/ServerMan 明 e 「 Ver .4.0 は、 EXPRESS 己 UILDER の CD - ROM に登録され てし） ます。そ 
ちらを利巧していただくようお願いします。 


ディスクミラーリングコントローラの監視について 

ESMPRO / ServerAgent は、ディスクミラーリングコント□-ラの監視を次のように巧います。 

• データビューアでの見えち 

ディスクミラーリングコント□-ラに接続されている八ードディスクは、 ESMPRO / 
ServerManager のデータビューアでは、1つの論理ドライブとして表示しまず。個々の八ード 
デイスク単位では表示されません。 


また、ディスクミラーリングコント□-ラは、「ディスクアレイ」ではなく、に CSI コント □- 
ラ」として管理します。 

• 八ードディスクの予防巧守機能について 

ディスクミラーリングコント□-ラに接統されている八ードディスクは、八ードディスクのモ 
防保守機能の対象かとなります。予防保守判定は行いません。 


八ードディスク追加時のデータビューアの表示について 

AMI ディスクアレイコント□ーラが接続可能な機種で、 AMI ディスクアレイシステムに八ードディ 
スクを追力□した場合> 八ードディスクを追力□した直後は ESMPRO / ServerManager のデータ 
ビューアに追力□した八ードディスクが表示されません。追力□した八ードディスクをコンフイグレー 
シ ヨンしてディスクアレイ システムに組み込まれた 後、 データ ビューアのツ リーに表示されるよう 
になります。 


フ□ッピーディスクのファイルシステム監視について 

Windows 2000のスリープ機能をご利用になる場合、スリープが失敗することがありまず。スリー 
プに失敗した場合、再度、スリープを行ってください。 
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ESRAS ユーティリティについて 

ESRAS ユーティリティは 、 Windows 2000 /Windows NT と ESMPRO/ServerAgent がインス 
卜ールされた Express 5800シリーズにおいて動作する高信頼性機能が使用する各種□グの参照、 
印刷、ファイルへの化力および初期化を巧うソフトウエアでず。 

ESMPRO/ServerManager Ver .3.8 t (前の ESRAS ユーティリティを使用する場合、を種□グを参 
照できない装置があります。みず ESMPRO/ServerManager Ve 「.4.0 J ; J 降の ESRAS ユーティリ 
ティを使用してください。 

ESMPRO/ServerManager Ve 「.4.0 は、 EXPRESSBUILDER の CD - ROM じき録されています。そ 
こに含まれる ESRAS ユーテイリテイを使用してください。 


ぺージャ通報のモデムのセットアップ 

ぺージャ通報のモデムのセットアップは、 iU 下の手順で行ってください。 

• モデム接続のお認 

<Windows 2000 /Windows NT 4.0標準の A イパーターミナルを使用している場合> 

① [コント□-ルパネル]の[モデム]アイコンをダブルクリックし，モデムをインストー 
ルずる。 

② アクセサリグループの[八イパーターミナル]を立ち上げ、モデムと接続ずるか磕認ず 
る。 

③ キーボードか 6 rAT 」 と人力し， < Ente 「> キーを押す。 

④ [ OK ] が表示されるのを確認ずる。 

[0 K ] が表示されず> [0] が表示された場合はリザルトコードの表示お式を巧語表示に 
変更してください。 

• 設定ツール(アラートマネージャ）か S ぺージャ通報の設定 

① ロント日ールパネル]の正 SMPRO / ServerAgent ] アイコンをダブルクリ、ソクする。 

② [全般設定]プ□パティか6[通報設定]ボタンをクリックする。 

③ アラートマネージャの[設定]メニューか6 [届報基本設定]を違択する。 

④ [通報手段の設を]プ□パティの届報手段リストから[ページャ通報]を還択して[設を] 
ボタンをクリ 、ソク する。 

⑥使用するシリアルポートを選択する。 

⑥ [0 K ] ボタンをクリックした後、[通報基本設定]ダイア□グボックスを閉じる。 

⑦ [設を]メニューか6[适報先設を]を達択する。 

⑧ ID リストか6ページャ届報を選択して[修正]ボタンをクリックずる。 
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⑨ [宛先設を]ボタンをクリ、ソクして電話番号を登録する。 

メッセージををる場合はメ 、ソセー ジも登録します。 [0 K ] ボタンをクリックしてくださ 
い。 

⑩ [スケジュール]ボタンをクリックして、适報リトライ、通報時圍帯を設をする。 

初期値は，5分園隔で72時聞後までのリトライ，24時聞通報巧能になっていまず。設 
定を終えた6 [0 K ] ボタンをクリックします。 

⑩通報先が2力所上ある場合は、通報先 ID を追力□ずる。 

追力□した場合> ツリーの監視イベントに通報先指をを追力□してください。設定を終え 
たら、[通報先リストの設走]ダイア □ グボ、ソクスを閉じます。 

⑩[設定]メニューか6[适報基本設走]を選択する。 

⑩[通報手段の設定]プ□パティの通報手段リストにある[ぺージャ适铜の通報有効/無効 
ビットマップを有効(緑を）にずる。 

W 上で、ページャ适報ができるようになりまず。 

アラート通報機能の設定は、オンラインヘルプ ( ServerAgent ヘルプ）を参照してください。 


二重化システム管理を巧う場合について 

二重化システム管理を行う場合は、運用/待機両系別々に□一カルディスクにインストールしま 
す。 ESMPRO / ServerAgent のインス I ルは2台のサーバにインス I ルすること];外は通常の 
インストールと同じでず。 


コミュニティの変更について 

ESMPRO / ServerAgent 側の SNMP サービスのセキュリティ設定で，特定コミュニティか6の 
SNMP パケットのみ受信ずるようにデフォルトの 「 public 」 か6変更した場合には、 ESMPRO / 
ServerAgent に対してコミュニティの変更き録をしてください。 

① [コント □— ルパネル]の正 SMPRO / ServerAgent ] のアイコンをダブルクリ、ソクずる。 

② [全般設定]シートの [ SNMP の設を]じあるに NMP コミュニティを]リストボックスか6任意の 
コミュニティをを逞択する。 

[ SNMP コミュニティ]リストボックスには受信対まのコミュニティ名の一覧が表示されます。 

③ [0 K ] ボタンをクリックして終了する。 


ハードウエア障喜発生後の再起動について 

八ードウエア障害をお化した場合、八ードウエアイベント□グ監視がシャツトダウンしまず。 
シャツトダウン後に障害を対処/復旧せずシステムを再起動すると、障害復旧直後の1回目の起動 
時にシャツトダウンずる場合がありまずがシステム上、特に問題はありません。 
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シリアルポートについて 


ESMPRO / ServerAgent は、シリアルポートを使用する機能が複数あります。 
これらの機能を使う場合、ポートが不足する巧能性がありまず。 

ぞれぞれの機能で使用できるシリアルポートは t (下の通りでず。 


UPS 
APCU 
ALIVE 通報 
ALIVE 保守* 
ぺージャ通報 


C 0 M 1 〜10 
COM 1-2 
COM 1-9 
COM 1-9 
COM 1-9 


冉 LIVE 保守はリモートアクセスサービス （Remote Access 
Service) を利用します。 


マネージャ通報 ( TCP/IP Out - of - Band ) でリモートアクセスサービスを利用する場合に使用できる 
シリアルポートはじ(下の通りです。 


マネージャ通報 ( TCP/IP Out - of - Band ) : C 0 M 1 〜1日 

このうち、シリアルポートを共有できるのは、 W 下の組み合わせだけでず。 

♦ ALIVE 通報+ ALIVE 保守+ページャ通報 

ALIVE 通報時、 ALIVE 保守巧のリモートアクセスサービスが停止させられます。 

ALIVE 通報を終了後、リモートアクセスサービスを開始しまず。 

ALIVE 保守が長時間シリアルポートを使っているとページャ通報ができないことがありまず 
(ページャ通報時は RAS サービスは停止させられません)。 

♦ ALIVE 通報+ページャ通報 

どちらか一方の機能で回線を使用しているときはもう一方の機能は使えません。 

♦ ALIVE 通報+ ALIVE 保守 

ALIVE 通報時、 ALIVE 保守用のリモートアクセスサービスが停止させられます。 

♦ ALIVE 保守+ ユーザ 利用 リモート アクセス サービス 

どちらか一方の機能で回線を使用しているときはもう一方の機能は使えません。 





• リモートアクセスヴービスを使用ずるマネージャ通報 ( TCP/IP Out - of - Band ) は、他シリア 
ルポートと共有すると障害情報が通知できない場合びありまず。共用は避けてください。 

また、ユーザー業務や ALIVE 保守と ALIVE 通報でポートを共用した場合でもリモートアクセ 
スサービスが停止し障害情報が通知できない場合がありまず。 

• ユーザーびリモートアクセスサービスを使用ずる場合は、 AUVE 通報/保守巧のリモートア 
クセスサービスのシリアルポートとの共有は避けてください。共有した場合、ユーザーがリ 
モートアクセスヴービス利用中でも、 ALIVE 通報時に強制的に切断し通報を巧います。 


次にシリアルポートとデパイスほたは機能)の組み合わせと必要となるモデムの数について示しま 
す。マネージャのリモート監視については記載していません。 














COMl 

COM 2 

COM 3 

COM 4 

モデム数 

APCU 

UPS 

ALIVE, PG 

RAS(M，U) 

2 

APCU 

UPS 

ALIVE 

RAS(M，U) 

2 

APCU 

UPS 

PG 

RAS(U) 

2 

APCU 

UPS 

ALIVE, PG, RAS(M) 


1 

APCU 

UPS 

ALIVE, RAS(M) 


1 

APCU 

UPS 

PG 


1 

APCU 

UPS 

RAS(U) 


1 

UPS 

ALIVE, PG 

RAS(M，U) 


2 

UPS 

ALIVE 

RAS(M, U) 


2 

UPS 

PG 

RAS(U) 


2 

APCU 

ALIVt PG 

RAS(M，U) 


2 

APCU 

ALIVE 

RAS(M, U) 


2 

APCU 

PG 

RAS(U) 


2 

UPS 

ALIVE, PG, RAS(M) 



1 

UPS 

ALIVE, RAS(M) 



1 

UPS 

PG 



1 

UPS 

RAS(U) 



1 

APCU 

ALIVE, PG, RAS(M) 



1 

APCU 

ALIVE, RAS(M) 



1 

APCU 

PG 



1 

APCU 

RAS(U) 



1 

APCU 

UPS 




ALIVE, PG 

RAS(M，U) 



2 

ALIVE 

RAS(M, U) 



2 

PG 

RAS(U) 



2 

APCU 

UPS 

ALIVE, PG, RAS(M) 




1 

PG 




1 

RAS(U) 




1 

ALIVE, RAS(M) 




1 


PG: ページャ通報 RAS(M): ALIVE 保守(保守管 S 利用リモートアクセスサービス) 

ALIVE: ALIVE 通報 RAS(U): ユーザ利用リモートアクセスサービス 


監視イベントの通報について 

• アラート通報機能はシステムのイベント□グに登録されたイベント情報を元に通報を行ってい 
まず。そのためイベントビューアのイベント□グの設定にてイベント□グの処理を[あ要に応じ 
てイベントを上書きずる]に設走してください。それ W かの設走では通報がされません。 

• アラート适報機能の設定ツール(アラートマネージャ）の監視イベントツリーに登録されたイべ 
ントは 、 Alert Manager Main Service が起動していないとマネージャなどへ通報されません。 
また上記サービスが起動している場合でわ> 各适報手段の适報有効/無効フラグがお》力になっ 
ていると适報されません。通報有効/無》カフラグは、アラートマネージャの[設定]メニューか 
ら[通報基本設を]を逞択し、[通報手段の設定]プ□パティで設定します。同様に、システム起 
動時に Eventlog サービスが起動じ(前に発生したイベントについては通報できません。 
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• アラート通報機能の設定ツール(アラートマネージャ）の[通報基本設定]-[その他の設定]にお 
いて、シャットダウン開始までの時闇を設定できます。初期値は20秒になっています。この値 
を初期値より短くした場合にシャットダウン時の通報が行われない場合があります。 

• 監視対象イベントの届報時に通報障害が発生した場合、エラーメッセージがイベント□グに登 
録されます。この通報時に発生するエラーメッセージを監視対象イベントとして新規登録して 
しまうと、通報時のエラーを再度通報してしまうことになり、障害復旧時に大量の通報が行わ 
れてシステムの負荷が高くなり、性能が低下することになります。特に下記アラート通報機能 
のサービスが化力ずるイベントは監視対象としないでください。 

Alert Manager ALIVE ( S ) Service 
Alert Manager Main Service 
Alert Manager Socket ( S ) Service 


プリンタ情報の利用可能時間と終了時刻について 

新しくプリンタを接続し、ドライバのインストールやコンフィグレーシヨンを巧った時に、プリン 
トマネージャから利用可能時闇/終了時刻の設定を行わなかった場合、プリントマネージャで表示 
される利巧可能時闇/終了時刻は [00:00] でずが、マネージャで表示される利用可能時園/終了時刻 
は [9:00] となります。 

これを正しく表示するようにずるためにはプリントマネージャでプリンタの詳細を設をしてくださ 
い。設定方法はと J 下の通りです。 

① プリントマネージャを起動し、設をしたいプリンタのプリンタ情報画面を開く（[プリンタ]^ 
[プリンタ情報])。 

② [詳細]でプリンタ詳細画面を開く。 

③ 利届巧能時聞/終了時刻を設定し、プリンタ詳細画面、プリンタ情報画面でそれぞれ [0 K ] ボタ 
ンをクリ 、ソク して終了する。 

じ(上でマネージャからも正しい情報が表示されるようになります。 


共有プリンタ名に2バイト义字を使用した場合について 

プリントマネージャの[プリンタの作成]および[プリンタ情報]じおいて> [ネットワーク上で共有] 
の設定を行い、[共有を]の設定で2バイト文字を使用した場合、 ESM / Se 「 ve 「 Man 明 e 「 Ve 「.2 .化 J 
前のマネージヤを使用されている場合は、データビューアの I / O デバイス画面プリンタ情報のネッ 
トワーク共有をが正しく表示されないことがあります。 
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ESMPRO / ServerA 邑 ent 使用中のディスクに関する作業について 

ESMPRO / ServerAgent を使用中にディスク(八ードディスクや M 0 など)に対する]: rF のような作 
業はできません。 

• ディスクアドミニストレータなどでのパーティシヨンのフォー マッ トや削除 
• M 0、 Zip 、 PD などのリムーバブルディスクのソフトウェアからのメディアの取り出し要求 

これ6の作業は次の手順で行って < ださい。 

① [コント□ールパネル]の[サービス]を開く。 

② 「 ESMCommonService 」 というを前のサービスを違択後、[停止]ボタンをクリックする。 

③ 「 ESMCommonService 」 の停止を fit 認後、[コント □— ルパネル]のけービス]を閉じる。 

④ ディスク関連の作業を巧う。 

⑥再び[コント□-ルパネル]のけービス]を開き、 「 ESMCommonService 」 を違択後、[開始]ボ 
タンをクリ 、ソク する。 

⑥ 「 ESMCommonService 」 の開始を植認後、[コント日ールパネル]のけービス]、および[コント 
□—ルパネル]を閉じる。 


温度/電圧/ファン監視のしきい値について 

温度/電圧/ファンのしきい値の表示/変更はできません。 

ただし、機種によっては ESMPRO / ServerManager のデータビューアでしきい値の表示のみでき 
るものがあります。 

ESMPRO / ServerAgent はそれぞれの機種で設定された最適なしきい値 I こより監視を行っていま 
ず。 


アラートについて 

アラートビユーアで表示されるアラートの詳細情報は、アラートによって一部の情報が r 不明」と表 
示されるわのがありまず。 


ソフトウエア ALIVE 、 ぺージャオンラインの表示情報について 

システム環境情報画面の RAS 情報の表示画面でソフトウエア ALIVE , ページャオンラインの表示 
は、ソフトウェア ALIVE 、 ぺージヤオンラインの有効.お効にかかわらず常に r 不巧」と表示されま 
す。 
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Microsoft SQLServer 巨.已との混在時の CPU 負卸こついて 

W 下の状況でお使いの場合> ESMPRO/ServerAgent のサービスの CPU 負荷が上昇 (+ 10%]；んじず 
る場合があリまず。 

条件 

• 同ーマシンに Microsoft SQLServe「6.5とESMPRO/Serve「Agentがインストールされてい 
て、サービスが起動している。 

• Microsoft SQLServer6.5 のオプション[パフォーマンスモニタ統合]のチェ、ソクがオンになつ 
ている。 

確認ち法 

パフォーマンスモニタを使用して、 Microsoft SQLSe「ve「6.5 のオプションで[パフォーマンス 
モニタ統合]のチェックをオンした場合とオフした場合とで U 下の値を比較してください。 

オブジェクト： Process 
カウンタ 说 Processor Time 
インスタンス: ESMCMN 


Q チェックを変更したをには必ずマシンを再起動してください。再起動しないと、バフオーマンスモ 
二夕でヴービスの正しい負荷率は取得できまはん。 


対処ち法 

「確認方法」で取得した CPU 負荷率が SQLServer オプシヨンのチェックのオン/オフで大きく違 
う場合はチェックをオンにずることによる CPU 負荷率の増出と考え6れまず。 

これは、 SQLServer オプシヨンがオンに設をされている事で 0S か6取得するパフォーマンス 
データの項目が増力□し，それに伴い 0S からパフォーマンスデータを取得するサービス内のパ 
フォーマンスデータ解析処理に時闇をあ要とするために発生します。 

もし、 SQLServer のパフォーマンスデータを監視ずる必要が無いのであれば、不を要なパ 
フォーマンスデータを取得することによる CPU 負荷の増力日を避けるために SQLServer オプシヨ 
ンをオフにするようにしてください。 


Win 32 SL ヴービスのイベント□グ出力について 

Win32SL サービスにアクセスしているモジュールを停止した場合等、 Win32SL サービスはアプリ 
ケーシヨンイベント□グにじ(下のメッセージを化力する場合がありまず。機能に影響はありませ 
ん0 


ソース 

種類 

イベントに 

説明 


win32slService 

エラー 

38 

応笞のない MA を登録削除中 
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CPU 負荷監視のイベント□グについて 


システムの一時的なリソース不足や高負荷率などが原因で、 0 S か6パフォーマンス情報が取得で 
きないことをお化した場合に ESMPRO / ServerAgent では W 下のイベント□グを登録しますが、シ 
ステムの運用に特に聞題はありません。 


ESMCpuPerf 

情報 

9005 

システムのパフオーマンス情報が取得できない状態です ( Code = xxxx ) 


ソース 

種類 


イベント ID 
説巧 


なお、情報が取得できない場合には、負荷率は0%としておうため、連続して情報が取得できない 
事まが発生した場合、 CPU 負荷率は実際値よりわほ<表示される場合がありまず。 


テープ監視機能について 

ESMPRO/ServerAgent Ve 「.4.0 では， Ver .3.8 まで実装していたテープ監視機能をサポートして 
いません。テープ監視については、 EXPRESSBUILDER の CD - ROM じ登録されている 
「 TapeAlertChecker 」 および使用するバックアップアプリケーシヨンで監視を巧ってください。 
テープ監視に関するアラートを通報したい場合は、 「 TapeAlertChecker 」 および使用ずるバック 
アップアプリケーシヨンなどがイベント□グじ登録するイベントを、 ESMPRO / ServerAgen 做イ 
ベント監視機能で監視して<ださい。 


八ードディスクの接続について 

ESMPRO / ServerAgent がインストールされているシステムで使用した八ードディスクを他のシス 
テムへ接続ずると、八ードディスクモ防保守機能が正しく動作しない可能性があります。このよう 
な八ードディスクの接続は行わないようにしてください。 


ストレージ、ファイルシステム監視機能の設定変更とリセットについて 

監視圍隔変更、八ードディスクの交換後のリセット、八ードディスク予防保守の有タカ/お》力、ファ 
イルシステム空き容量監視のしきい値変更、などの設を変更は、変更してもすぐには反巧されませ 
ん。設定変更を実施した後、監視サービスの次の監視聞隔で変更した設定が有効になります。 


ディスクアレイコント□ーラび巧在しないシステムについて 

ディスクアレイ監視機能の監視サービス作 SM Mylex Service、ESM AMI Service ) は、それぞれ 
のディスクアレイコント□—ラがを在しないシステムの場合もインストールされ、サービスの[ス 
タートアップの種類]は、[自動]となります。ディスクアレイ監視機能の監視サービスは、システ 
ム起動時に起動してそのまま動作し続けまず。ただし、監視対象のディスクアレイコント□ーラ 
が存在しないため監視は行いません。 
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CLUSTERPRO 使用システムにおけるファイルシステム監視について 


製社の CLUSTERPRO によるクラスタ環境で ESMPRO / ServerAgent を使用する場合，次のような 
制限事項があります。 

運用系サーバで設をした空き容量監視機能のしきい値、監視の有効/お劾は、フェールオーバーが 
発生した場合、待機系サーバへ引き継がれません。あず、待機系サーバでしきい値、監視の有効/ 
無タカを設定しなおして < ださい。 

また> 待機系サーバから運用系サーバへ フェール バックの場合> 運用系サーバの ファイルシステム 
のしきい値> 監視の有効/無効は規を値に戻ります。 フ X — ル バック後> しきい値、監視の有効/ 
無タカを再設をして < ださい。 


メモリ関連の情報について 

Windows NT 4.0 では、搭載メモリやぺージングファイルのサイズによりじ(下のようなメモリ関 
連の項目で誤った表示や适報をすることがあります。 

• 搭載されているメモリび 2 GB な上 4 GB モ満の場合 

ーデータビューアのメモリ容量、利用巧能量> 使用量、使用率 
一□一カルポーリングで設定した「物理メモリ使用量」 

• 搭載されているメモリび4681；|上の場合 

ーデータビューアのメモリ容量、利用巧能量> 使用量、使用率 
一□一カルポーリングで設定した r 物理メモリ使用量」 

ーメモリダンプ操取設定の監視 
• ページングフアイルの初期サイズび 4 GBU 上の場合 

ーデータビューアのページファイルの総容量，利用可能量、使用量，使届率 
一□-カルポーリングで設定した r ページファイル使用量」 


SNMP ヴービス ( snmp . exe ) の CPU 負巧率について 

ESMPRO / ServerMan 明 er でサーバを監視中に、 ESMPRO / ServerAgent 側の SNMP サービスの 
CPU 負荷率が ESMPRO / ServerManager のサーバ状態監視聞隔(デフォルトは1分)ごとに高くなる 
場合があります。 


ESMPRO / ServerAgent と ESMPRO / ServerMan 明 e 「 は SNMP サービスを介して、情報のやりと 
りをします。 ESMPRO / ServerManager のサーバ状態監視を有効（デフォルトは有効） I こしている 
場合には、定期的 I こ ESMPRO / ServerAgent に対して現在のサーバの状態の取得要求が発行され、 
ぞれに対して ESMPRO / ServerAgent 側はサーバの状態植認を行うために一時的に SNMP サービス 
の CPU 負荷率が高くなります。 

動画再生などを巧うアプリケーシヨン I こおいて r 途切れ」などの現象が発生する場合は、 ESMPR 0/ 
56「\/6「1\/1311日96「のサーバ状態監視を0ドドにするか監視闇隔を広げるなどして運用してくださぃ。 
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SNMP サービスの八ングについて 


SNMP サービスには、 SNMP 化張エージェントと哪まれるモジュールが存在します。この SNMP 拡 
おエージェントは， SNMP サービスを使用するソフトをインス!'―ルした時に、登録される場合が 
あります。 

SNMP サービス起動時には、これ6の SNMP 化張エージェントの読み込みも含め初期化が行われま 
す。しかし、一定時闇巧に初期化が完了しなかった場合、 SNMP サービスの八ングが発生します。 

一時的なシステム高負荷などにより， SNMP サービスの初期化に時闇がかかり，八ングを起こすこ 
とが考え6れます。この場合は、システムの負荷が十分に軽くなった後> SNMP サービスを再度 
起動して < ださい。 


更新インス I ル実行後のしきい値等の設定について 

ESMPRO/ServerAgent Ver .4.0 の更新インストールでは、更新前のしきい値等の設定が自動的に 
引き継がれます。 


讀体カバー監視について 

巧期設をでは崖体カバーの開閉に伴うアラート通報は巧われません。アラートマネージャの設走を 
変更することにより、置体カバーの開閉のアラート适報を行うことができまず。 

ただし上記設定に関係なく > £51\/1ド(^0/56「リ6「1\/130396「の統合ビューァのサーバ状態をゃデータ 
ビューアには置体カバーの状態が反巧されまず。 


PCI ホットプラグのイベント□グ出力について 


Express 5800 /180 Rb -7 の場合、インストール直後の 0 S 再起動時、イベント□グに]; J 下のイベン 
卜が登録される事があります。機能に問題はありません。 

ソース ： ESMCommonService 

種類 ： 情報 

イベント ID : 160已 

説巧 ： ス□ットまたはコネクタの電源が OFF されたか、 

デバイスが取りかされました。 

センサ番号： XX 
位置: XX 
日時: XX 
ID 文字列： XX 
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温度/電圧/ファンセンサの現在値表示について 

機種によっては> 現在値や回転数> しきい値などの情報を持たない温度/電圧/ファンセンサがを在 
しまず。そのため、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「で該当センサを参照した場合に> W 下のようじ表 
示されることがありまずのでを意して < ださい。 

• データビューアで、現在値や回転数が r 不明」と表示される。 

• Web コンポーネントのデータビューアで、現在値や回転数に何も表示されない。 


システム起動時に表示される esmcmn.exe ①ポップアップメッセージについて 

M 0 や DVD - RAM などのリムーバブルドライブを搭載したシステムに ESMPRO / ServerAgent がイ 
ンストールされており、メディアの内容を参照後、エクスプ□ーラなどの機能を利用してソフト 
ウェアイジェクト（エクスプ□—ラの DVD ドライブでちクリックし、表示されるリストで r 取り化 
し」を還択する）でメディアを取り化し、エクスプ□-ラなどを終了せずにシステムを再起動する 
と、 trF の内容のポップアップメッセージが表示される場合があります。 


ポップアップメッセージの表示内容(表示されるドライブをは、システムによって異なります) 


DVD - RAM の場合 



M 0 の場合 



上記ポップア、ソプメ 、ソ セージが表示された場合、ダイア□グボ 、ソ クス中の[中止]ボタンまたは[無 
視]ボタンをクリックしてダイア□グボックスを閉じてください。 

ダイア□グボックスを閉じない場合、 Works ね tion サービスおよび関連したサービスが起動でき 
ず、システムの運用が不安をになる場合がありまず。 

また，システムを再起動ずる場合は、ェクスプ□—ラなどメディアを参照しているプ□グラムを終 
了させた後に再起動してください。 


シャツトダウン監視について 

シャツトダウン監視を行う場合、全てのシャツトダウン処理が監視対まとなります。 0 S 再起動や 
電源 OFF を伴わないようなシャツトダウンを使用するアプリケーションがある場合は、タイムアウ 
卜時聞を長めじとるか、監視を OFR こしてください。 


吕己 






















CPU 情報について 

データピューアのシステムツリーの CPU 情報の外部ク□ックは r 不明」と表示されまず。 


ESMPRO/ServerAgent Ver . 4 . 0 (Windows 2000 /Windows A/T ■版 27 




アンインストール 


ESMPRO / ServerAgent のアンインストールの方法について説明します。 


Q 


ESMPRO/ServerA 径 ent のアンインス I ルについて 

• システムが完全に起動してか 5 アンインス I ルを始めてください。 

• システム起動直後に ESMPRO/ServerA 旨 ent のアンインス! -- ルを巧うと、[ヴービスの削 
除中…]のダイア□グボックスを表示した状態でセットアッププ□グラムが止まってしまうこ 
とがありまず。いったん r アプリケーションの切り換え」などで強制格了してください。その後 
システムが完全に起動してか 5 アンインス!-ールしてください。 

• ESMPRO/ServerA 邑 ent ①インストールを行うと DM に. 0 SP(Service Provider) のアン 
インストーラが登録されまず。アンインス I ラを使用して DM に. 0 SP を削除ずることがで 
きまず。ただし、 ESMPRO/ServerA 呂 ent をアンインストールしてか 6 削除してくださ 
い。 

① [コント□-ルパネル]か 5 [アプリケーションの追加と削晩を起動ずる。 

霞 [DM に .0 SP (ESMPR0)] を選択して[追加と削晩をクリックずる。 

• エクスプレス通報ヴービスをご利用の場合、 ESMPRO/ServerA 良 ent のアンインストール 
の前にエクスプレス通報サービスを削除してください。エクスプレス通報サービスの削除方法 
については r エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド J を参照してください。 


] 7〜9ページを参照して ESMPR 0 セットアップのメインメニューを表示させる。 

P |■ ESMPRO / Se ^ ve ^ A 旨 ent 」 をクリックずる。 

「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent のセ、ソトアップへようこそ」というダイア□グボックスが表示 
されまず。 

3 [次へ]ボタンをクリックずる。 

に erverAgent が既にインストールされています」というメッセージが表示されます。 

4 悄 ij 除ずる]を選択して[次へ]ボタンをクリックずる。 

W 上でアンインス I ルされます。 
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